
か
わ

ち

よ
し

ひ
ろ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

河

内

良

弘

専
攻
学
科
目

東
洋
史
学

生

年

月

昭
和

三
年

八
月

略

歴

昭
和
二
九
年

三
月

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

同

三
一
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

三
一
年

九
月

天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
助
手

同

三
五
年

四
月

天
理
大
学
教
養
学
部
専
任
講
師

同

四
二
年

九
月

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
極
東
・
ロ
シ
ア
研
究
所
留
学
（
昭
和
四
三
年
八
月
ま
で
）

同

四
三
年

四
月

天
理
大
学
教
養
学
部
助
教
授

同

四
八
年

四
月

天
理
大
学
教
養
学
部
教
授
（
昭
和
六
〇
年
三
月
ま
で
）

同

五
三
年

九
月

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
学
部
交
換
教
授
（
昭
和
五
四
年
八
月
ま
で
）

同

五
九
年

三
月

文
学
博
士

同

六
〇
年

四
月

京
都
大
学
文
学
部
教
授
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

平
成

四
年

四
月

天
理
大
学
文
学
部
教
授
（
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）

同

九
年

三
月

京
都
大
学
名
誉
教
授

同

一
一
年

四
月

天
理
大
学
名
誉
教
授

同

二
六
年

九
月

中
国
・
黒
龍
江
大
学
満
族
語
言
文
化
研
究
中
心
栄
誉
教
授

二



文
学
博
士
河
内
良
弘
氏
の
『
滿
洲
語
辞
典
』
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

満
洲
（M

anju

）
族
は
、
一
七
世
紀
前
半
、
中
国
の
東
北
部
か
ら
中
国
に
進
出

し
、
清
朝
（
一
六
三
六
―
一
九
一
一
）
を
樹
立
し
た
。
満
洲
族
の
言
語
で
あ
る

満
洲
語
は
、
テ
ュ
ル
ク
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
と
共
に
ア
ル
タ
イ
語
族
に
属
し
、
モ

ン
ゴ
ル
文
字
を
改
良
し
た
満
洲
文
字
で
綴
ら
れ
る
。
本
書
（
『
滿
洲
語
辞
典
』
松

香
堂
書
店
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
以
下
、
本
辞
典
と
称
す
）
は
東
洋
史
学
を
専

攻
す
る
河
内
良
弘
氏
が
二
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
満
洲
語
の
辞
典

で
あ
る
。

中
国
に
進
出
し
た
満
洲
族
は
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
中
央
ア
ジ
ア
東
部
を

も
征
服
し
て
、
大
清
帝
国
と
呼
ば
れ
る
強
大
な
国
家
の
支
配
者
と
な
っ
た
。
こ

の
国
家
は
、
満
洲
族
、
漢
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
等
の
多
く
の
民
族
か
ら
成
る
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
的
な
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
同
時
に
、
行
政
・
文
化
等
の
面
で
は

中
国
の
伝
統
を
継
承
し
た
中
国
的
専
制
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

国
家
は
内
陸
ア
ジ
ア
史
と
中
国
史
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
か
ら
総
合
的
に
考
察

す
べ
き
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
。

大
清
帝
国
内
で
は
支
配
者
の
言
語
で
あ
る
満
洲
語
が
第
一
公
用
語
と
し
て
使

用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
た
め
、
漢
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
も
満

洲
語
に
次
ぐ
公
用
語
と
し
て
併
用
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
清
代

史
の
研
究
は
主
に
清
代
に
漢
語
で
書
か
れ
た
編
纂
史
料
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
従
来
、
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
、
清
代
に
満
文
で
記
さ
れ
た
公
文
書
類
（「
清
代
満
文

案
」

M
anchu-L

anguage
A
rchives

of
Q
ing

D
ynasty

）、
す
な
わ
ち
清
代
に
関
す
る

第
一
次
史
料
が
相
次
い
で
整
理
・
公
開
さ
れ
る
と
、
そ
の
価
値
と
重
要
性
に
つ

い
て
の
認
識
が
徐
々
に
深
ま
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
研
究
者
の
間
で
は
、
こ
れ

ら
の
、
政
治
、
経
済
、
外
交
、
軍
事
等
、
多
岐
に
わ
た
る
二
百
万
冊
以
上
と
推

定
さ
れ
る
膨
大
な
数
の
満
文

案
の
研
究
を
抜
き
に
し
て
は
、
大
清
帝
国
の
万

全
な
研
究
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
動
か
し
が
た
い
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
満
文
史
料
を
利
用
す
る
に
は
、
当
然
、
充
実
し
た
満
洲

語
の
辞
典
が
必
要
に
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。

従
来
、
満
文
史
料
を
読
む
た
め
の
辞
典
と
し
て
は
、
羽
田

亨
（
編
）
『
滿
和

辭
典
』（
京
都
帝
國
大
學
滿
蒙
調
査
會
、
一
九
三
七
年
、
復
刻
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
二
年
）
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
こ
の
辞
典
は
用
例
を
欠
く
ほ
か
、

誤
記
、
誤
植
が
多
く
、
ま
た
、

案
に
見
え
る
満
洲
語
の
語
彙
な
ど
を
収
録
し

て
い
な
か
っ
た
。

本
辞
典
の
著
者
河
内
氏
は
、
清
代
の
満
洲
族
の
前
身
で
あ
る
明
代
の
女
真

＾

（Jusen

）
族
の
歴
史
学
的
研
究
な
ど
で
優
れ
た
業
績
を
上
げ
、
満
文

案
の
公

一
五



開
後
は
、
そ
の
文
献
学
的
研
究
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
八
〇

年
代
の
末
か
ら
は
『
滿
和
辭
典
』
に
代
わ
る
良
質
の
満
洲
語
辞
典
の
編
纂
を
志

し
、
長
年
の
刻
苦
精
励
の
末
に
、
同
氏
の
創
意
・
工
夫
を
反
映
す
る
以
下
の
特

徴
を
備
え
た
本
辞
典
を
完
成
し
た
。

本
辞
典
の
第
一
の
特
徴
は
、
ま
ず
見
出
し
語
の
日
本
語
訳
が
『
御
製
増
訂
清

文
鑑
』（
満
洲
語
の
意
味
を
満
洲
語
で
説
明
し
、
さ
ら
に
漢
語
訳
を
加
え
た
清

代
官
撰
の
満＝

満＝

漢
辞
典
）
に
見
え
る
満
洲
語
の
説
明
を
利
用
し
て
作
成
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
語
訳
が
信
頼
で
き
る
出
典
・
根
拠
を
持

つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
辞
典
に
は
『
御
製
増
訂
清
文
鑑
』
に
見
え
る

語
彙
の
ほ
か
に
、『
清
文
総
彙
』『
大
清
全
書
』
な
ど
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
五
種

類
の
満＝

漢
辞
典
に
見
え
る
語
彙
を
す
べ
て
採
録
し
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語

彙
の
出
典
を
、
そ
の
出
現
場
所
（
巻
数
・
丁
数
な
ど
）
と
共
に
明
示
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
辞
典
に
は
、
確
実
な
出
典
に
依
拠
し
、
さ
ら
に
依
拠

し
た
出
典
を
明
示
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
徹
底
的
な
「
出
典
主
義
」
が
貫
か
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
本
辞
典
に
他
の
満
洲
語
辞
典
に
は
見
ら
れ
な
い
科
学
的
な
客

観
性
を
与
え
て
い
る
。

第
二
の
特
徴
は
、『
満
文
老

』『
満
文
太
宗
実
録
』
な
ど
の
、
主
と
し
て
歴

史
関
係
の
満
文

案
か
ら
多
数
の
語
彙
、
用
例
を
採
録
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

河
内
氏
は
巨
冊
『
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
蔵

内
国
史
院
満
文
档
案
訳
註

崇

徳
二
・
三
年
分
』
（
松
香
堂
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
等
の
著
者
で
あ
り
、
同
氏
の

案
に
つ
い
て
の
造
詣
が
よ
く
反
映
さ
れ
た
本
辞
典
は
、
特
に
歴
史
関
係
の

案
を
利
用
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
極
め
て
有
用
な
研
究
工
具
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
の
特
徴
は
、
本
辞
典
が
漢
語
を
解
す
る
海
外
の
満
洲
学
の
研
究
者
に
と

っ
て
も
、
利
用
し
や
す
い
最
良
・
最
新
の
辞
典
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
近

年
、
海
外
で
も
、
胡
増
益
主
編
『
新
滿
漢
大
詞
典
』
（
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
九

九
四
年
）、
朴
相
圭
編
『
新
滿
洲
語
大
辞
典
』（
集
文
堂
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
一
二

年
）
、Jerry

N
orm

an
,
A
C
om
prehensive

M
anchu-E

nglish
D
ictionary

,

H
arvard

U
niversity

Press,
C
am
bridge

(M
ass.)

and
L
ondon

,
2013

な
ど
の

満
洲
語
辞
典
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
点
が
あ
り
、
語
彙
、

用
例
な
ど
多
く
の
面
で
、
本
辞
典
は
そ
れ
ら
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
河
内
氏
が
、
本
辞
典
の
海
外
に
お
け
る
利
用
を
予
期
し
て
、
本
辞
典
所
収

の
す
べ
て
の
満
洲
語
語
彙
に
清
代
に
付
け
ら
れ
た
漢
語
訳
を
漏
ら
さ
ず
付
し
て

い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

河
内
氏
は
、
本
辞
典
の
編
纂
中
に
、
文
法
の
ほ
か
読
本
篇
を
も
含
む
、
世
界

で
唯
一
と
も
い
う
べ
き
本
格
的
な
文
法
書
で
あ
る
『
満
洲
語
文
語
文
典
』（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
清
瀬
義
三
郎
則
府

氏
ら
の
助
力
を
も
得
て
、
そ
の
改
訂
新
版
で
あ
る
『
満
洲
語
文
語
入
門
』（
同
、

二
〇
〇
二
年
）
を
出
版
し
た
。
す
な
わ
ち
河
内
氏
は
本
辞
典
の
完
成
に
よ
っ
て
、

文
法
、
読
本
、
辞
典
と
い
う
、
満
文
史
料
読
解
に
不
可
欠
の
い
わ
ば
三
点
セ
ッ

ト
を
ほ
と
ん
ど
独
力
で
完
成
す
る
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。

一
六



河
内
氏
は
本
辞
典
の
刊
行
等
に
よ
り
、
中
国
の
黒
龍
江
大
学
満
族
語
言
文
化

研
究
中
心
か
ら
栄
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
て
い
る
。
同
氏
の
業
績
に
対
す
る
国

際
的
な
高
い
評
価
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
氏
は
本
年
度
中
に
本
辞

典
を
基
礎
に
『
滿
洲
語
辞
典

索
引
編
』
を
も
刊
行
予
定
と
聞
く
。
そ
の
出
版

に
よ
っ
て
、
本
辞
典
の
利
用
価
値
は
さ
ら
に
一
層
高
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

河
内
氏
の
本
辞
典
は
日
本
の
東
洋
学
界
が
生
ん
だ
傑
出
し
た
研
究
成
果
の
一

つ
と
し
て
、
今
後
長
く
世
界
の
満
洲
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
続
け
、

斯
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
必
定
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
本
辞
典
は
、
日
本
学
士
院
賞
の
授
賞
に
値
す
る
も
の
と
し

て
高
く
評
価
で
き
る
。

主
要
な
業
績

著
書

『
明
代
女
真
史
の
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
九
二
年
八
月
。

中
国
語
訳‥

趙
令
志
・
史
可
非
（
訳
）『
明
代
女
真
史
研
究
』
遼
寧
民
族
出
版

社
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

『
滿
洲
語
文
語
文
典
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
六
年
二
月
。

『
滿
洲
語
文
語
入
門
』（
清
瀬
義
三
郎
則
府
と
共
著
）
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇

二
年
六
月
。

『
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
蔵

内
国
史
院
満
文
档
案
訳
註

崇
徳
二
・
三
年
分
』
松
香
堂

書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
月
。

『
滿
洲
語
辞
典
』（
本
田
道
夫
技
術
協
力
）
松
香
堂
書
店
、
二
〇
一
四
年
六
月
。

編
著
・
論
文

（
助
編
）
田
村
実
造
（
編
）
『
明
代
滿
蒙
史
料
』
滿
洲
篇
六
巻
・
蒙
古
篇
一
〇
巻
、
京
都
大

学
文
学
部
、
一
九
五
四
年
三
月－

一
九
五
九
年
三
月
。

（
助
編
）
田
村
実
造
、
今
西
春
秋
、
佐
藤

長
（
編
）
『
五
體
清
文
鑑
譯
解
』
下
巻

漢
字

索
引
、
京
都
大
学
文
学
部
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
、
一
九
六
八
年
一
月
。

『
日
本
に
お
け
る
東
北
ア
ジ
ア
研
究
論
文
目
録

一
八
九
五
〜
一
九
六
八
』
天
理
時
報

社
、
一
九
七
二
年
三
月
。

中
国
語
訳‥

河
内
良
弘
編
、
趙
阿
平
・
楊
惠
濱
訳
編
「
日
本
関
于
東
北
亜
研
究
成
果

選
編
―
関
于
滿
学
研
究
論
文
目
録
（
一
八
九
五－

一
九
六
八
）（
一
）」『
滿
語
研

究
』
二
〇
〇
〇－

一
、
黒
龍
江
省
満
語
研
究
所
、
二
○
○
○
年
六
月；

「
同
」
（
二
）

『
満
語
研
究
』
二
〇
〇
〇－

二
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月；

「
同
」（
三
）『
満
語
研

究
』
二
〇
〇
一－

一
、
二
〇
〇
一
年
六
月
。

「
烏
桓
・
鮮
卑
伝
訳
注
」『
騎
馬
民
族
史
（
一
）』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
一
年
一
二

月
。

「
金
王
朝
の
成
立
と
そ
の
国
家
構
造
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
九
、
一
九
七
五
年
二
月
。

「
明
代
遼
陽
の
東
寧
衛
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
四
四－

四
、
一
九
八
六
年
三
月
。
中

国
語
訳‥

楊
暘
訳
「
関
于
明
代
遼
陽
的
東
寧
衞
」『
黒
河
学
刊
』
一
九
八
八－

三
、
一
九
八
八－

四
、
黒
河
市
社
会
科
学
学
会
聯
合
会
、
一
九
八
八
年
九
月
、
一
二

月
。

「
ニ
シ
ャ
ン
・
サ
マ
ン
傳
譯
注
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
二
六
、
一
九
八
七
年

三
月
。

「
崇
徳
二
年
正
月
分
滿
文

案
譯
註
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
二
八
、
一
九
八

九
年
三
月
。

（
編
）『
清
朝
治
下
の
民
族
問
題
と
国
際
関
係
』
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合

研
究
Ａ

研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
一
年
三
月
。

「
滿
漢
合
璧
雍
正
朝
奏
摺
譯
注
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
三
一
、
一
九
九
二
年

三
月
。

一
七
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